
三の丸倶楽部会報「入魂」第 19号 1 

平成２９年９月１日    
茨城県立水戸第一高等学校茨城県立水戸第一高等学校茨城県立水戸第一高等学校茨城県立水戸第一高等学校 

  硬式野球部後援会硬式野球部後援会硬式野球部後援会硬式野球部後援会                          発行人 事務局長 森 利克  
  三三三三のののの丸倶楽部会報丸倶楽部会報丸倶楽部会報丸倶楽部会報                              316-0026 

日立市みかの原町 2-15-8 
                                  TEL/FAX :  0294-53-1351 

                                            E-mail : ihm2158@ak.wakwak.com 

 

 

 

 

全国高等学校野球選手

権大会全国大会は毎年８

月に兵庫県西宮市にある

阪神甲子園球場で開催さ

れる。野球というスポー

ツ、真夏に郷土の代表が

トーナメント形式で戦う

ことから国民的な人気を

保ってきている。 

近年は野球留学と称さ

れる他県出身の選手を集め、野球強豪校とし、学校

経営の具とするように見えてしまう学校の出場も多

い。「高校野球大会」ではなくて、「野球高校大会」

ではないかとの声もある。識者の中には、「教育の

一環であるならすべての学校にもっと多くの試合を

させるべきではないか。」、「選手の健康を考えれ

ば、盛夏に、しかも酷暑の関西以外の選択肢がある

だろう。決勝戦がなぜ最も熱い時間帯なのか。」と

語る人もいる。日本人の価値観というべきか、「過

酷な環境の中、負ければ終わり」を変えることには

なりそうもない。甲子園は球児とその関係者、ファ

ンにとって憧れの聖地であり続けている。 

その甲子園に母校水戸一高が北関東代表として出

場したのは私が小学校４年生の時だった。それから

２６年後、３６歳の私は大阪に転勤し、球場の近く

に３年に渡り住むことになった。 

当時も甲子園球場はプロ野球の人気球団阪神タイ

ガースの本拠地でもあった。対巨人戦の観客の声援

の音量は高校野球をはるかに凌ぐ。プロ野球では、

３塁側アルプス以外はほぼ阪神応援で、鳴り物も音

量優先である。当時自宅にいて「かっ飛ばせ掛布」

が聞こえてきて打席に誰が居るかがわかった。町内

会あてに球場から騒音のお詫びに寄付が届いていた

と聞いていた。球場から自宅へはそのくらいの距離

だった。 

野球好きでも高校野球への思い入れはより強く、

プロ野球よりも多くの高校野球の試合を観戦した。

早朝球場出向いて入場券を購入し、自宅に戻って朝

食を済ませ、試合開始前に球場に向かい、１日４試

合、土日続けて８試合を観戦するのが常だった。 

関西の夏の暑さは関東人には驚きだ。朝８時前か

ら一日球場にいると、日向の時間、日陰の時間が交

差する。地球が自転していることを実感する。大会

期間のほぼ２週間の間に、日差しの強さや風の趣き

の変化を、木立１本すらないコンクリートのスタン

ドでも感じたものだ。決勝戦の日には開幕の日とは

違う空気がグランドを覆い、また大会の終わりが近

いこととから、秋が近いと感じた記憶がある。 

数多く見た試合の中で、球場全体が他の試合とは

全く違った試合二つを紹介する 

１９８２年６４回大会の大阪代表が大阪府立春日

丘高校（前身は府立茨木女子高）だった。強豪校が

ひしめく大阪を勝ち抜いてきて、甲子園で１勝し、

２回戦で関東の強豪校「法政二高」と対戦した。甲

子園球場はそれまで見たことがない状況となった。 
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高校野球が開催されているときの球場の応援・歓

声のボリュームは、実はプロ野球には及ばない。高

校野球ではアルプススタンドのみが応援団、その他

の席のファンは大声での声援は少なく暖かい拍手が

主だ。応援団の懸命な声援とブラスバンド演奏のア

ルプス席とゲームの節目に湧く歓声と拍手の一般席

の二重奏が素晴らしい。球場中から湧き起こる爽や

かで温かい拍手に込められたファンの思いと敬意が

甲子園を聖地にしている要因の一つと思う。 

春日丘対法政二戦では１塁側アルプス以外は皆春

日丘応援で、プロ野球を上回る声援が球場中から湧

き上がった。１塁側内野席の私の周囲も皆がそれぞ

れ声を振り絞っての応援だった。大阪代表が府立の

春日丘でなく強豪校であったらこうはならないだろ

うと思った。レフトスタンドには阪神の応援団かと

思われるタイガーマスクが現れ、タイガースの大き

な旗を振る者もいた。 

大阪の人たちには「東京に負けるてたまるか」と

いうマインドがある。その意味で法政二は恰好の相

手、府立の高校が勝利すれば溜飲下がるどころでは

ない。球場ほぼ全体の猛烈な応援の甲斐もなく、春

日丘が敗退した。球場を去る春日丘への球場中から

湧き起こるひと際大きな拍手に、ファンの温かい心

が伝わってきた。判官贔屓で、公立校、進学校、き

びきびとマナーの良い学校への愛情に満ちた大きな

拍手が銀傘にこだまするのを聞くと、これぞ甲子園

ファンの心意気と思ったものだが、この試合の声援

と拍手の迫力は忘れられない。 

１９９９年平成１１年第７１回選抜高校野球大会

決勝戦で水戸商業が沖縄尚学と対戦した試合の観客

も特別だった。 

関西圏には沖縄出身の方が多いこともあって、観

客に沖縄関係の方々が多かった。真後ろの席の女性

は話しぶりから、野球を殆ど知らない方で関西在住

の沖縄の方が全員甲子園に駆けつけたかと思った。

序盤水戸商業がリードした瞬間、鳥肌が立ち震えが

来たが、結果は沖縄尚学の勝利。内外野に指笛が響

き渡り、観客全員が勝利に酔いしれ、甲子園はあた

かも沖縄県民大会の会場となった。高校野球は人々

にこんなにも郷里の人々に歓喜と感動を運ぶのだと

強く実感した。水戸商業の敗戦はとても残念だった

が、心に熱いものが残った思い出がある。 

甲子園に数多く足を運んで、球場のファンは公立

校、進学校の活躍を願っていると、また全国の高校

野球ファンはそれに加えて郷土の学校の勝利を願っ

ていると感じたものだ。 

夏の大会は１００回を数えるところまで歴史を積

んできた。水戸一高が甲子園で活躍することによっ

て、人々に甲子園大会以前からの日本の野球の歴史

と飛田穂州先生の功績を思い起こさせ、高校野球が

真に教育の一環として更なる発展を続ける未来への

指針が語られることになると考えている。 

野球の神様はわが校の登場の機会を何時にするか、

そろそろその答えを出そうとしているに違いない。

選手諸君にはその時に備えて研鑽を重ねて欲しい。

技量を高めるに当たっては、支えてくれる人々への

謝意を忘れず、わが母校の選手であることへの高い

誇りと野球への深い敬意持つことが力の源泉になる

と確信している。 

    （連載第 8 回 最終回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

阪神甲子園球場の外野スタンド下の『甲子園歴史館』     日本高等学校野球連盟の加盟校を表す4,253球の白球
を並べた「ボールウォール」。出場経験のある学校につい 
ては校名が記されている。 
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馬場 威彦 （H28 年度硬式野球部父母会会長） 

 

真夏の焼け付くような日差しの中、懸命に白球

を追う選手達一人一人の熱い眼差し、そして直向き

なプレーが走馬灯のように思い出されます。 

「日々革命」というチームテーマを掲げ、昨年の

８月には東北遠征において、仙台育英、花巻東、弘

前、柏木農業と対戦させていただきました。強豪校

選手のプレー以外にも、「自主性」や「心構え」な

どを直に感じることができ、同じ高校生として大変

勉強になったと聞いております。 

また、東日本大震災の爪痕がまだ残る東北の街

並みを目にし、それぞれが心に思うこともあったこ

とでしょう。 

そして、今年の３月には岡山遠征において、岡

山城東、津山工業、尽誠学園、高知商業、玉野光南、

広、と名だたる高校と対戦させていただきました。

結果は残せませんでしたが、県内での野球から飛び

出し「規律ある集団行動」を学び、「他県の高校生

との交流で知見を広める」といった「まだ知らない

大海」を経験させていただいたことは、大変感謝し

ております。 

公式戦におきましは、秋季大会、春季大会とも

に代表決定戦で敗退し、県大会の切符を掴むことが

できませんでした。この悔しさが選手達を最後の大

舞台、夏大の勝利へと一層奮い立たせたのだと思い

ます。 

ⅡⅡⅡⅡ    第第第第９９９９９９９９回回回回    全国高等学校野球選手権全国高等学校野球選手権全国高等学校野球選手権全国高等学校野球選手権    茨城大会茨城大会茨城大会茨城大会    観戦記観戦記観戦記観戦記 
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迎えた夏の大会一回戦。相手は鹿島学園。強打

の鹿島学園に追いつけ追い越せのシーソーゲームと

なり、鹿島学園は九回表に4 点追加、８対５と3 点

勝ち越しましたが、その裏に水戸一は４連打し3 点

追加、8 対８の同点としました。延長十二回裏、水

戸一は無死満塁とし、最後は岡田君が四球を選び 8

対 9 のサヨナラ勝ち。５時間３分という茨城大会史

上、最長試合となりましたが、猛暑の中、投手陣、

捕手陣はじめ選手達は本当に粘り頑張りました。私

学に勝ち、日頃の努力がようやく実を結んだ一戦で

した。 

二回戦の筑波戦では、三回に川田君、田中君の

連続三塁打と、内桶君の適時二塁打で2 点先制。五

回に逆転を許しましたが、蒲原君の左中間適時三塁

打などで２点を返しました。結果は6 対３と勝ちま

したが、筑波は水戸一を上回る安打を放ちました。

わずか 10 人のチームでしたが、元気がよくとても

素晴らしいチームでした。 

そして、三回戦はシード校のつくば秀英でした。

秀英の先発、北山くんは、直球とスライダーがさえ

八回途中まで被安打２で無失点の好投。水戸一は投

手を攻略できず三塁を踏むことができませんでした。

結果は０対５とシード校に敗れ水戸一の夏が終わり

ました。残念ながら、四回戦で霞ヶ浦と対戦し昨年

のリベンジを果たすことはできませんでしたが、信

頼する竹内監督、顧問の先生方、コーチ、そして苦

楽を共にした仲間たちと、情熱を絶やさず「青春完

全燃焼」ができたことは、かけがえのない財産とな

りました。 

改めまして、先生方のご指導に大変感謝申し上

げます。 

また、日々の活動におきまして、物心共に支え

ていただいております後援会の皆様、温かいご声援

本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一回戦　 平成２９年７月１０日（月）水戸市民球場
天候：晴
試合時間：５時間３分（９：５９～１５：０２）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 計
鹿島学園 １ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ４ ０ ０ ０ ８
水戸一 ０ ０ ０ ４ ０ ０ ０ １ ３ ０ ０ １ ９
バッテリー：飛田（～４回）・幡谷（～７回1/3）・常井（～９回0/3）・飛田－栗原（～９回）・内桶
単塁打：幡谷３（１、４、１０回）、蒲原２（４、９回）、栗原２（４、８回）、大賀（４回）、内桶２（５、９回
　　　　   田中（６回）、小柴（９回）、飛田（９回）、内野（１２回）

出場メンバー
１番 センター 川田 （３年）

１０回レフト
２番 サード 幡谷 （３年）

５回ﾋﾟｯﾁｬｰ
7回1/3ﾚﾌﾄ
９回サード

３番 センター 内桶 （３年）
10回ｷｬｯﾁｬｰ

４番 ピッチャー 飛田 （３年）
５回サード
９回ﾋﾟｯﾁｬｰ

５番 ファースト 小柴 （３年）
10回ｾｶﾝﾄﾞ
11回ﾌｧｰｽﾄ

６番 ライト 蒲原 （１年）
７番 キャッチャー栗原 （３年）

９回代打　　 加藤 （３年）
10回ﾌｧｰｽﾄ
11回ｾｶﾝﾄﾞ 内野 （３年）

８番 レフト 大賀 （３年）
7回1/3ﾋﾟｯﾁｬ常ー井 （３年）
９回レフト 岡田 （２年）

９番 セカンド 田中 （３年）

二回戦　 平成２９年７月１４日（金）水戸市民球場
天候：曇・晴
試合時間：２時間２２分（９：５８～１２：２０）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
筑波 ０ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ３
水戸一 ０ ０ ２ ０ ２ ０ ０ ２ Ｘ ６
バッテリー：川田（～４回）・常井（～６回）・飛田－内桶（～６回）・栗原
三塁打：川田（３回）、田中（３回）、蒲原（５回）、渡辺（７回）
二塁打：内桶（３回）、川田（５回）、小柴（７回）
単塁打：渡辺（３回）、大賀（６回）、幡谷（７回）

出場メンバー
１番 ピッチャー 川田 （３年）

５回センター
２番 セカンド 田中 （３年）
３番 キャッチャー内桶 （３年）

７回ライト
４番 レフト 蒲原 （１年）
５番 センター 岡田 （２年）

５回ﾌｧｰｽﾄ
６回ﾌｧｰｽﾄ 小柴 （３年）

６番 ファースト 加藤 （３年）
４回代打 大賀 （３年）
５回ライト
７回ﾋﾟｯﾁｬｰ 飛田 （３年）

７番 ライト 香西 （３年）
５回ﾋﾟｯﾁｬｰ 常井 （３年）
６回代打 栗原 （３年）
７回ｷｬｯﾁｬｰ

８番 ショート 渡辺 （２年）
９番 サード 内野 （３年）

５回代打 幡谷 （３年）
６回サード
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前会報第１８号発行以降（３月～８月）の活動状況について報告します。 

 

（１）今年度の総会を去る６月１１日（日）に知道
会館で開催し、会員の皆様へ事前配布しました
活動報告、会計報告を承認いただきました。 
また、田村幹事の退任（公務多忙のため）も承
認されました。 

（２）会員拡充策の一環として、７月末に引退した
３年生部員の父母会の皆様へ入会案内を配布
しました。また、１１月の東京地区知道会総会
の場をお借りして本倶楽部の活動を紹介する
予定です。 

（３）野球部支援として、会費から以下４件につい
て支出しました。 

   ①３月の四国遠征費の一部 
   ②茨城大会必勝祈願玉串料（一部） 
   ③コーチ謝礼（水府倶楽部共同） 
   ④東北遠征（8/6～10）費の一部 

いずれも野球部（部長）または父母会からの要
請に基づき、幹事会で審議承認されたものです。  

（４）公式戦応援では、春季地区大会代表決定戦で
鹿島高に４－５で惜しくも敗れました。夏の茨
城大会では一回戦で鹿島学園との延長１２回、
５時間以上の激戦を９－８で勝利し、二回戦で

は筑波高に５－３で勝利しましたが、三回戦で
第１５シードのつくば秀英高に０－５で敗れ
ました。平日の試合にも拘らず、応援帽子を着
用した多くの会員の皆様に応援いただきまし
た。 

（５）２０１５年から運用を始めたホームページで
は、会員限定で試合情報を「試合予定」及び「試
合結果（詳報）」に載せています。 ８月２０
日（日）現在の総アクセス数は約９１，４００
回です。「交流掲示板」も会員交流の場として
活用ください。 

（６）本号（第１９号）では先の茨城大会の様子を
特集記事としてまとめてみました。父母会会長
として部員の活躍を見守ってこられた馬場氏
にも観戦記を寄稿いただきました。一方、最近
は大学野球でも活躍するＯＢ部員が増えてい
ますので、シリーズ記事として徐々に紹介して
いきます。 

第一回目は立命館大学の外野手として最後
のシーズンを迎える木村祐人君（平成２５年
卒）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三三三三のののの丸倶楽部丸倶楽部丸倶楽部丸倶楽部    
    

顧 問：稲葉節生 （S38 年卒 元茨城県教育長）       
会 長：鬼澤邦夫 （S38 年卒 常陽銀行会長 知道会会長) 
事務局長 ：森 利克 （S38 年卒）                               http://sannomaru-club.com 
幹   事：照沼貞夫 （S47 年卒、H20 年卒父母会） 池永充宏 （H23、24 年卒父母会） 

船橋信正 （S63 年卒、水府倶楽部） 
飯田芳久 （H 元年卒） 

_/_/_/_/_/_/会員を募集しています_/_/_/_//_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 
対象 ：水府倶楽部（野球部 OB 会）及び現野球部父母会の会員以外どなたでも入会できます。 
特典 ：会員帽子（入会時）の配付、会報（年２回）の送付など 
年会費：一口 ３，０００円（何口でも可） 
手続き：氏名、住所、TEL 番号、メールアドレスを下記までご連絡ください。 
連絡先：森利克 TEL/FAX 0294-53-1351  E-mail : ihm2158@ ak.wakwak.com 

ⅢⅢⅢⅢ    平成平成平成平成 22229999 年度前半年度前半年度前半年度前半    活動報告活動報告活動報告活動報告                                                            事務局長事務局長事務局長事務局長    森森森森    利克利克利克利克 

三回戦　 平成２９年７月１８日（火）水戸市民球場
天候：曇
試合時間：１時間５９分（９：５１～１１：５０）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計
つくば秀英 ０ １ ０ １ ０ １ １ ０ １ ５
水戸一 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
バッテリー：飛田（～７回1/3）・常井（～８回）・飛田－栗原
単塁打：飛田（２回）、栗原２（２、８回）、川田（９回）

出場メンバー
１番 センター 内桶 （３年）

９回ライト
２番 サード 幡谷 （３年）

7回1/3ﾚﾌﾄ
９回サード

３番 ファースト 小柴 （３年）
４番 ライト 蒲原 （１年）

９回レフト
５番 ピッチャー 飛田 （３年）

7回1/3ｻｰﾄﾞ
９回ﾋﾟｯﾁｬｰ

６番 レフト 岡田 （２年）
7回1/3ﾋﾟｯﾁｬ常ー井 （３年）
８回代打 渡辺 （２年）
９回ショート

７番 キャッチャー栗原 （３年）
８番 セカンド 田中 （３年）
９番 ショート 川田 （３年）

９回センター
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これまで８回にわたって寄稿いただきました廣木氏（昭和３８年卒）のシリーズ記事は本号をもって終了と

なります。小学生時代から水戸一高野球部を応援し、大学、社会人、プロ、ＭＬＢと国内外の多くの試合を観

てこられた廣木氏ならではの幅広い見識と母校への深い愛着から生まれた記事内容は多くの会員、後輩部員、

父母会の会会員、関係者の方々に感銘を与えてきました。４年間のご尽力に改めて感謝申し上げます。 

 さて、最近では大学でも野球に取り組む先輩が増えてきていますので、次のシリーズ記事として、彼らから

後輩部員への応援メッセージをリレー方式でいただくことを企画しました。 

東京六大学や関西学生野球では甲子園組が多く所属していて、リーグ戦出場はなかなか厳しい状況にありま

すが、そこで苦闘し、苦労した人ほど社会人として強くなると期待します。一方、地方リーグでは学問と野球

を両立させ、学生生活を楽しんでいる先輩がいます。 

これら諸先輩たちから数回シリーズで後輩部員たちへの応援メッセージをいただきます。初回は平成２５年

卒で立命館大学４回（年）生の木村祐人さんです。彼は中学時代に有力な剣道選手として活躍しながら、高校

から野球に取り組み始め、最後はキャプテンとしてチームをまとめる活躍をされました。６月には母校で教育

実習を経験されました。 

 

大学野球大学野球大学野球大学野球でででで学学学学んだことんだことんだことんだこと                

立命館大学硬式野球部    

 木村祐人（平成２５年卒） 

 

高校時代、水戸一高

野球部 OB が神宮の舞

台で活躍している姿を

見たとき、すぐに進路

を決めました。自分も

神宮の舞台で活躍した

い、もっと野球を追求

したい、そう思いまし

た。最後の夏の大会を終え、受験勉強に本腰を入れ

ましたが、結果を出すことができず、浪人すること

になりました。浪人時代、ランニングやウエートト

レーニングをしながら努力を重ねましたが、再び第

一志望には嫌われてしまい、迷った挙句、立命館大

学に進学することに決めました。 

立命館大学野球部は、130 名を超える大所帯で、

当時は上下関係も厳しく、適応するのに時間がかか

りました。4 月に正式に入部してから、毎朝 3 時に

起きてグランド整備や清掃をし、5 時半から練習を

するという生活が始まりました。 

1 年生の時は、雑用がほとんどで、自分の練習を

する時間が限られていたため、授業が終わってから

自主練習をして1年間のブランクを埋めようと必死

でした。チャンスはほとんどなく、紅白戦を含めて

打席に立てたのは、年間でたったの 5 打席でした。 

大学で初めてヒットを打ったのは2月の春季キャ

ンプで、その時は周りの人には普通の 1 本に見えて

いたかもしれませんが、自分では涙が出るほど嬉し

かったことを覚えています。2 年生になってもチャ

ンスはごく僅かでしたが、たまたまチャンスを生か

すことができ、春・秋季新人戦のメンバーに入るこ

とができ、いずれも優勝することができました。 

秋はスタメンを勝ち取り、大学でもやっていける

という自信を持つことができました。しかし、3 年

生になると、肘・肩の故障で思うようなプレーがで

きず、もがき苦しんでいるうちに1年が過ぎてゆき、

ついに最終学年の 4 年生になってしまいました。春

先からバッテイングの調子が上がってきましたが、

若手の台頭もあり、春季リーグ戦に出場することは

できませんでした。この時期になると、ほとんどメ

ンバーが固定されてしまうため、リーグ戦出場は厳

しい状況にあります。秋季リーグ戦メンバー入りが

絶望的な中で、高いモチベーションを持って練習に

臨むのは容易なことではありません。 

受験から始まり、今までたくさんの挫折を経験し

てきましたが、何度経験しても苦しいものです。し

かし、このような経験をすることができているのは、

家族の支えはもちろんのこと、高校時代の監督のお

かげでもあります。入部テストの時、監督は「強豪

出身でない者は簡単に弾かれてしまう」からとわざ

わざ京都まで足を運んでくださり、大学の助監督に

入部できるよう頼み込んで下さいました。このよう

な経緯もあり、今、学生野球を続けることができて

います。 

何度も大好きだった野球が嫌いになり、辞めたい

と思うこともありました。しかし、様々な方の支え

のおかげでなんとかここまで続けてこられました。

そのご恩に結果で応えることは現状では難しい状況

ですが、人生最後の学生野球をどんな形であれやり

きりたいと思います。 

最後に、三の丸倶楽部の皆様には常日頃からご支

援・ご指導をいただき感謝しております。水戸一高

野球部の名に恥じぬよう精進していきますので、応

援よろしくお願いします。 

ⅣⅣⅣⅣ    新新新新シリーズシリーズシリーズシリーズ「「「「大学野球大学野球大学野球大学野球をををを目指目指目指目指すすすす後輩部員後輩部員後輩部員後輩部員たちへたちへたちへたちへ」」」」についてについてについてについて        事務局長事務局長事務局長事務局長    森森森森    利克利克利克利克    
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二年生二年生二年生二年生    
 

一一一一年生年生年生年生    
 

ⅤⅤⅤⅤ    硬式野球部硬式野球部硬式野球部硬式野球部    名簿名簿名簿名簿                                                                                                （敬称略）    

部長部長部長部長    小島小島小島小島    淳淳淳淳        監督監督監督監督    竹内竹内竹内竹内    達郎達郎達郎達郎        顧問顧問顧問顧問    武士武士武士武士    敬一敬一敬一敬一    太田太田太田太田    泰助泰助泰助泰助    
 

 
 
 

 

                  
 
 
 
 

    
 
 
                                       岡岡岡岡    
    
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

鈴木鈴木鈴木鈴木    健拓健拓健拓健拓 
那珂一中 

内野手・主将 

岡田岡田岡田岡田    隆佑隆佑隆佑隆佑 
勝田一中 

内野手・副主将 

金澤金澤金澤金澤    正太正太正太正太 
生瀬中 
投手 

関山関山関山関山    風野風野風野風野 
水戸一中 

外野手・内野手 

武士武士武士武士    新一郎新一郎新一郎新一郎 
東海南中 
外野手 

照井照井照井照井    貫太貫太貫太貫太 
水戸二中 

捕手 

廣江廣江廣江廣江    敏也敏也敏也敏也 
大島中 
外野手 

松尾松尾松尾松尾    俊吾俊吾俊吾俊吾 
茨城大附属中 

外野手 

米川米川米川米川    亮輔亮輔亮輔亮輔 
旭中 

外野手 

渡辺渡辺渡辺渡辺    勘太郎勘太郎勘太郎勘太郎 
石川中 
内野手 

菅沢菅沢菅沢菅沢    和花和花和花和花 
那珂湊中 

マネージャー 

雨谷雨谷雨谷雨谷    俊太郎俊太郎俊太郎俊太郎 
笠原中 
内野手 

飯村飯村飯村飯村    颯太颯太颯太颯太 
茨城大附属中 
投手・内野手 

井坂井坂井坂井坂    史周史周史周史周 
笠原中 
外野手 

岡野岡野岡野岡野    楽楽楽楽 
笠原中 
内野手 

小椋小椋小椋小椋    陽太陽太陽太陽太 
茨城大附属中 

外野手 

小沼小沼小沼小沼    瞭太瞭太瞭太瞭太 
千波中 
捕手 

片根片根片根片根    崇行崇行崇行崇行 
城里常北中 
投手・外野手 

蒲原蒲原蒲原蒲原    大稀大稀大稀大稀 
稲田中 

外野手・投手 

吉川吉川吉川吉川    俊俊俊俊 
水戸三中 

投手・外野手 

黒崎黒崎黒崎黒崎    宗矩宗矩宗矩宗矩 
多賀中 
内野手 

橋爪橋爪橋爪橋爪    健宏健宏健宏健宏 
勝田二中 
内野手 

三浦三浦三浦三浦    健太郎健太郎健太郎健太郎 
平沢中 
外野手 
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編集後記 

                            

 

                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            
                            
                            
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅥⅥⅥⅥ    試試試試    合合合合    結結結結    果果果果    ・・・・    予予予予    定定定定    

月 日 大会 球場 結果
1月 2日 豚汁会 水戸一 ●２－７水府倶楽部（８回終了）
4月 17日 春季地区代表決定戦 県営 ●４－５鹿島
6月 3日 市内 水城 ○２１－０桜ノ牧常北（5回ｺｰﾙﾄﾞ）

4日 　〃 　〃 ●３－８水城
7月 10日 茨城大会一回戦 水戸市民 〇９－８鹿島学園（延長１２回）

14日 　　〃　　二回戦 　　〃 ○６－３筑波
18日 　　〃　　三回戦 　　〃 ●０－５つくば秀英

以下新チーム
8月 19日 ジュニア一回戦 清真 ●３－４鹿島

21日 　　　〃　敗者復活戦 中央 ○７－０波崎

平成29年度前半公式戦平成29年度前半公式戦平成29年度前半公式戦平成29年度前半公式戦・・・・準公式戦結果準公式戦結果準公式戦結果準公式戦結果

月 日(曜)
8月 27日(日) 練習試合　対鹿島（Ｖ）

29日(火) 練習試合　対牛久（Ｖ）
9月 3日(日) 練習試合　対勝田工（Ｖ）

5日(火) 秋季大会水戸地区予選組合せ抽選会
8日(金) 秋季大会水戸地区予選（～9/13）

15日(金) 秋季県大会組合せ抽選会
21日(木) 秋季県大会（～10/1）

10月 11日(水) 秋季関東大会組合せ抽選会
21日(土) 秋季関東大会（～10/25）　於神奈川県

28日(土) 水戸地区一年生大会（～10/31）
11月 水商定期戦
平成30年
1月 2日(火) 水府倶楽部定期戦／豚汁会（Ｈ）
3月 10日(土) 練習試合解禁日

※試合予定は三の丸倶楽部ホームページでご確認ください。

平成29年度後半試合予定平成29年度後半試合予定平成29年度後半試合予定平成29年度後半試合予定（（（（平成29年8月20日現在平成29年8月20日現在平成29年8月20日現在平成29年8月20日現在））））

大会・対戦校・会場等（Ｖ：相手高Ｇ、Ｈ：水戸一Ｇ）

月 日 場所 結果
3月 12日 波崎柳川 ○９－８清真

○１０－４波崎柳川 ７回終了

18日 岡山城東 ●３－９岡山城東 岡山県立

●０－６津山工 　　〃

19日 高知商 ●０－９尽誠学園
●０－１８高知商 高知県立

20日 玉野光南 ●２－１０玉野光南 ７回終了

●１－５広 広島県立

23日 取手松陽 ●２－９　取手松陽
●７－１３　　〃

24日 きぬ総合運動公園 ●０－４水海道一
△６－６　　〃

26日 水戸一 ○９－５　新津 新潟県立

○１８－５　〃
28日 水戸市民 ○４－２都留 山梨県立

●５－６　〃
29日 笠間市民 ○９－２弘前 ８回終了

●０－７佐久長聖 ７回終了

4月 1日 水戸一 ●１－１０群馬中央中等 群馬県立

●５－１１勝田
2日 水戸一 ●４－９安積

○７－５　〃
5日 石岡一 ●２－５石岡一

●２－７　〃 ５回終了

23日 岩瀬日大 ○３－１岩瀬日大
○７－３　　〃 一年生主体

○９－２　　〃
29日 水戸農 ○８－１　　水戸農

○１８－１０　〃
○７－６　　　〃 ７回終了

5月 3日 取手二 ●２－３取手二
●０－３　〃
△４－４　〃 ７回終了

5日 水戸一 ●２－４宇都宮 栃木県立

●２－７　〃
6日 茨城高専 ○６－１茨城高専

△４－４　　〃
7日 土浦一 ●２－８　土浦一

●１－１１　〃 ５回終了

○９－０　　〃
14日 水戸一 ●１０－１１緑岡

●６　－７　〃
15日 土浦湖北 ●３－１２土浦湖北 Ａチーム

●１－８　　〃
●０－８　　〃

水戸一 ●７－１３土浦湖北 Ｂチーム

●１－７　　〃
27日 明野 ●８－１０筑波

○２－１　明野
28日 つくば国際 ●３－１１つくば国際 Ａチーム

○６－３　　〃
友部 ●１－４連合 Ｂチーム

○８－０　〃 [神栖・潮来

●１－６　〃 友部・茨城東]

6月 11日 水戸一 ○３－２佐原 千葉県立

○２－１　〃
17日 土浦三 ●０－１土浦三 Ａチーム

●１－４一ノ宮商
大子清流 ○６－２馬頭 Ｂチーム

○３－２大子清流
26日 鹿窪運動公園 ○１０－４佐野 栃木県立

7月 2日 牛久栄進 ●１－２牛久栄進
●４－８　　〃
○１１－５　〃

牛久 △１－１高橋清松
●１－３牛久

平成29年度前半練習試合結果平成29年度前半練習試合結果平成29年度前半練習試合結果平成29年度前半練習試合結果

月 日 場所 結果
7月 29日 那珂湊 ●０－４那珂湊

○６－１　〃 ７回終了

30日 明野 ●０－１明野
●２－４　〃

8月 3日 水戸一 ●６－７　土浦二
●２－１１ 　〃

4日 笠間市民 ○８－１綾瀬 神奈川県立

△９－９　〃
9日 弘前 ●４－１４弘前 青森県立

△６－６　柏木農 青森県立

10日 弘前実業 ●１－１９弘前実業
●２－　５福島東　　 福島県立

13日 水海道二 ●２－６水海道二
●３－９　　〃

新新新新チームチームチームチーム　　　　平成29年度前半練習試合結果平成29年度前半練習試合結果平成29年度前半練習試合結果平成29年度前半練習試合結果


